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抄　　　　　録

オフィスブリーチは来院当日に歯の色調を改善する方法として臨床で頻繁に行われているが，高濃
度過酸化水素の使用による術後の不快症状発現，漂白効果や色調の後戻りの予測の困難性が問題となっ
ている．近年では，二酸化チタン光触媒併用の低濃度過酸化水素漂白材が開発され，術後の不快症状
が少なく，良好な臨床成績を収めているが，両者の漂白効果，色調後戻りの違いを比較した報告は少
ない．本研究では，二酸化チタン光触媒併用の低濃度過酸化水素漂白材と高濃度過酸化水素漂白材で，
漂白効果ならびに色調の後戻りについて違いがあるかを明らかにするため，漂白後 1 年間の色調変化
を測定し，検討を行った．

被験者は上顎右側中切歯に治療歴のない成人 20 名（男性 5 名，女性 15 名，平均年齢 24.7 ± 10.2 歳）
で， TiON in Office（過酸化水素濃度 23％，TiO2 触媒併用，Ti），Opalescence　Boost　PF40％（過酸
化水素濃度 40％，Op）を業者指示で使用し，漂白回数は 2 回とした．漂白前，漂白終了直後，14 日後，
30 日後，90 日後，180 日後，360 日後に分光光度計で L*，a*，b* を測定した．①漂白前後および各測
定時の L*， a*，b* の差，②漂白前の測定値をベースラインとした各測定時との色差⊿ E*ab，③漂白直
後から 12 か月後までの 1 日当たりの L*， a*，b* の変化量，を算出し，Two-way ANOVA にて統計学
的に検討した．
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緒　　　　　言

歯の漂白は，歯質を切削することなく色調を
改善する方法として一般的に定着しつつある．
生活歯漂白はホームブリーチとオフィスブリー
チがあり，患者のライフスタイルにあわせた漂
白方法を選択し実施されている．近年では，来
院当日に歯の色調を改善できるオフィスブリー
チ法の関心が高まり，日常臨床でも頻繁に行わ
れ，患者の満足度も高い処置となっている．

一方，漂白における問題点として，漂白後の
不快症状の出現と漂白後の色調変化の予測およ
び後戻り予測の困難性が挙げられる．

生活歯漂白のメカニズムは，ヒドロキシラジ
カルや活性酸素が主体となり，変色の原因とな
る有機質を分解することで漂白効果を発揮して
いる 1）．漂白効果に影響を及ぼす因子としては，
漂白材の過酸化水素濃度，処置時間，温度，光
照射などがある 2）．高い効果を確実に得るため
には，十分なラジカル発生量を確保する必要が
あり，加熱により過酸化水素の分解を促進する
製品や，40％を超える高濃度過酸化水素を含む
製品が発売されているが，知覚過敏症状や歯髄
損傷のリスクが高く，より確実で安全性の高い
材料が求められる．近年では，可視光応答型酸
化チタン光触媒を併用する製品 3）が発売され，
国内外で広く使用されている．酸化チタン触媒
は強い酸化還元能を持ち，漂白材への応用によ
り過酸化水素を効率的に分解し，多量のラジカ
ルを発生させることで，低濃度過酸化水素でも
高い漂白効果を得ることが可能となった 4）．国
外では，漂白材やプライマーに知覚過敏抑制剤
を添加した製品もあり，術後の知覚過敏症状を
有意に低下させたとの報告があり 5），材料の改
良によって術後の不快症状の出現は減少してい

るが，漂白後に疼痛を持続する症例もしばしば
遭遇する．

各種生活歯漂白材における漂白効果について
は多数の報告があり，過酸化水素濃度や漂白手
順は異なるが，各製品ともに処置後の色調改善
は良好との報告がある 6-8）．しかし，実際の臨床
においては，漂白対象となる歯の色調が同一で
あっても十分な漂白効果を得られず，複数回の
処置を必要とする場合もある．また，漂白処置
による色調改善は永久的ではなく，時間経過と
ともに色調の後戻りを生じる．後戻りの原因は
患者の生活習慣や歯の構造など，多数の要因が
絡むことによって引き起こされると考えられて
いる 9）．漂白材の過酸化水素濃度や漂白方法の
違いとの関連性も示唆されているが，二酸化チ
タン触媒を用いた漂白法の色調後戻りについて
は報告が少なく，漂白時の色調変化や後戻りの
予測については検討の余地がある． 

そこで本研究では，生活歯漂白において二酸
化チタン光触媒を応用した漂白材と高濃度過酸
化水素漂白材で，漂白効果ならびに色調の後戻
りに違いがあるかを調査するため，漂白前後お
よび漂白後１年間の色調を測定し，評価，検討
を行った．また，術後の不快症状の有無につい
ても併せて調査を行った．

対象および方法

1）被験者と被験歯
2012 年４月から 2014 年３月までに岩手医科

大学歯学部歯科医療センター先進総合歯科を受
診し，オフィスブリーチを希望した 20 名の成
人（男性５名，女性 15 名，平均年齢 24.7 ±
10.2 歳）を対象とした．対象部位は上顎右側中
切歯とし，症例の選択は田上ら 4）の基準のほか，
重度の象牙質知覚過敏症，齲蝕治療，根管治療

漂白直後では漂白前と比較し，Ti，Op ともに L* の上昇，a* および b* の低下を認め，Op と Ti 間で有意差を
認めなかった．漂白直後から 360 日後では，緩やかな L* の低下，a*， b* の上昇を示し，色調後戻りの傾向が観察
されたが，漂白直後との有意差を認めなかった．漂白後の L*，a*，b* の一日変化量は，Ti で 0 ～ 14 日，Op で
14 ～ 30 日がピークとなり異なる傾向を示したが，両者とも漂白後 30 日以降で安定した．

以上より，Ti，Op は，同等の漂白効果と色調の持続性を有するが，漂白後の色調の安定性や後戻りは若干の
相違があることが示唆された．
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の経験のある歯は除外した．本研究は岩手医科
大学歯学部倫理委員会（承認番号 No. 01169）
により承認を得た後，研究の趣旨を十分に理解
し，文書にて同意の得られた患者を対象とした．

2）材料と方法
材 料 は，オフィスブリーチ 材 の TiON in 

Office（過酸化水素濃度 23％，GC，Japan，以下，
Ti）および Opalescence　Boost　PF40％（過酸
化水素濃度 40％， Ultradent， USA，以下，Op）
を使用した．各材料の構成成分を表１に示す．
Ti は 2010 年に国内認可となった二酸化チタン
光触媒を併用する製品であり，高い臨床成績と
術後の不快症状が少ないのが特徴である 4）．Op
は知覚過敏抑制剤である硝酸カリウムを漂白材
と混和して使用する材料であり，国外では高い
漂白効果が得られるとの報告がある 10）．国内で
は未認可であるため，材料の使用にあたり，十
分な説明を行い，同意が得られた上で実験に供
した．また歯の色調計測は， Crystaleye （CE100-
DC, Olympus, Japan）を使用した．2006 年に国
内で販売された非接触型歯科用分光光度計であ
り，色調の再現性と規格性が高い 11）との報告
から本研究で採用した．

方法は，被験者 20 名を無作為に２グループ
10 名ずつに分け，使用する漂白材により Ti 群，
Op 群とした．漂白開始１週間前に歯石や歯面
着色を超音波スケーラーで除去し歯面清掃を
行った．漂白当日は， Pre TiON（GC，フッ素
非含有歯面研磨用ペースト）およびマイクロ

モータハンドピースに装着した歯面清掃用ブラ
シで上顎前歯６歯の唇面を低速回転で研磨し
た．Crystaleye にて上顎右側中切歯唇面の測色
を行い，歯冠幅径，上下径の中央を測定点とし
て L*，a*，b* の値を記録した．

術式は業者指示に従い，口唇保護のための
リップジェル（GC）の他，プラスチック製リト
ラクター，フェイシャルシート，保護メガネを
装着後，唇側歯頚部歯面の一部および唇側歯肉
を TiON in Office 付属の歯肉保護レジンで覆
い，コンポジットレジン重合用光照射器（Pen 
Cure，モリタ製作所）にて１歯につき 10 秒光
照射を行い硬化させた．

Ti 群は，製品付属のリアクター（二酸化チタ
ン光触媒）を上顎６前歯に塗布し，自然乾燥さ
せた．漂白材 A, B を混和し，対象歯の唇面に
厚さ約 1mm となるように塗布した．ホワイト
ニング用光照射器 Cosmo Blue（GC，LED 光源，
波長 395 ～ 410nm）High mode で 12 分間光照
射し，乾綿球でリアクターと材料を拭い除去し
た．リアクター塗布から漂白材除去までの一連
の過程を合計 3 回繰り返した．

Op 群は，付属の漂白材とアクチベータ―を
混和後，対象歯の唇面に厚さ約 1mm となるよ
うに塗布し20分静置した．乾綿球で材料を拭い，
同様の過程を合計２回繰り返した．両群とも残
存した漂白材をスリーウェイシリンジで水洗し，
歯肉保護レジンを除去後，GC　PTC ペースト　
ファイン（GC, フッ素含有歯面研磨用ペースト）
で歯面研磨を行った．外来色素の着色防止のた

表１．本研究で使用した漂白材の構成成分
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め，漂白終了後 24 時間は，色の濃い食品，お茶，
コーヒーの摂取，口紅の使用を控えるように指
示した．７日後に対象歯の自発痛や不快症状の
有無を問診にて聴取し，詳細を記録した．不快
症状が重複している場合は最も不快に感じた事
項を記録した．不快症状の持続や軟組織の異常
がないことを確認後，同様の方法で２回目の漂
白を行った． ２回目の漂白終了直後に測定点の
L*，a*，b* を記録した．以降は 14 日後，30 日後，
90 日後，180 日後，360 日後に計測を行った．

3）漂白後の色調変化評価
測色により得られた L*，a*，b* 値は，漂白前

後 お よ び 各 測 色 期 間 と の 差 を Two-way 
ANOVA，Student-Newman-Keuls test にて 有
意水準 0.05％で統計学的に検討した．漂白前の
測色値を基準とした各測色時との色差⊿ E*ab
を以下の式により算出し，漂白前後の評価にて
⊿ E*ab ≧ 3.0 を十分な漂白効果あり，経過観察
時においては⊿ E*ab ＜ 3.0 を色調後戻りありの
目安とした．
⊿E*ab＝（（L*0 - L*n）2＋（a*0 - a*n）2＋（b*0 - b*n）2）1/2

L*0, a*0, b*0 ：漂白前の測色値
L* ｎ , a* ｎ , b* ｎ：漂白後の各測色時の値

また，L*，a*，b* の漂白後の１日当たりの色
調変化値を以下の式にて算出し，材料間ならび
に測色時での差を Two-way ANOVA，Tukey 
test にて有意水準 0.05％で統計学的に検討した．

１日平均変化量（L*/ ｄ , a*/ ｄ , b*/ ｄ）
L*/ ｄ＝｜（L*x -L*y）｜ /D
a*/ ｄ＝｜（a*x -a*y）｜ /D
b*/ ｄ＝｜（b*x -b*y）｜ /D
L*x, a*x, b*x ：漂白直後から 180 日後までの各
測色値
L*y, a*y, b*y：L*x, a*x, b*x より１期間後の測色値
Ｄ：測定時期間の経過日数

結　　　　　果

１．漂白前から漂白後360日までの色調変化
について
漂白前後および漂白後 360 日までの測色時に

おける上顎右側中切歯の口腔内写真を図１， L*，
a*，b* を表２，漂白前の測色値をベースライン
とした⊿ E*ab を表３に示す．L*，a*，b* およ
び⊿ E*ab の変化は Op 群と Ti 群間で有意差を
認めなかった．Ti 群，Op 群ともに全ての症例
で L* の上昇，a* および b* の低下を認めた．L*，
a* は統計学的な有意差を認めなかったが，b* は

平均（

漂白前 漂白直後 日後 日後 日後 日後 日後

L* Ti 72.46 （3.69） 74.77 （3.30） 74.75 （3.23） 74.96 （3.20） 74.51 （3.85） 74.05 （2.70） 74.04 （3.01）

Op 71.62 （3.12） 74.28 （3.96） 73.74 （4.24） 73.81 （2.34） 73.27 （2.21） 72.81 （3.03） 73.17 （2.66）

a* Ti 1.40 （0.89） 1.01 （0.73） 0.69 （0.51） 0.53 （0.59） 0.57 （0.61） 0.40 （0.67） 0.47 （0.63）

Op 1.01 （1.24） 0.50 （0.99） 0.33 （0.96） 0.37 （0.84） 0.51 （0.66） 0.47 （0.76） 0.44 （0.76）

b* Ti 18.19 （2.89） 13.84* （3.14） 14.12*（2.71） 14.31* （2.18） 14.60* （1.99） 15.21* （2.22） 15.24* （2.20）

Op 17.99 （1.24） 14.13* （0.99） 14.92*（0.96） 14.93* （0.84） 15.19* （0.66） 15.79* （0.76） 15.52* （0.76）

表2 ： 計測点の漂白前および漂白後のL*a*b*値

漂白前と有意差あり（p<0.05Posthoc : Student-Newman-Keuls test

志賀 華絵

表２．計測点の漂白前および漂白後の L*a*b* 値

平均 （SD)   n=10

漂白直後 日後 日後 日後 日後 日後

Ti 5.35 （2.58） 4.93 （2.25） 4.84 （2.02） 4.54 （1.75） 3.96 （2.55） 3.98 （2.38）

Op 5.02 （3.23） 4.13 （2.33） 4.48 （1.85） 3.92 （1.74） 3.78 （1.58） 4.25 （1.58）

表3 ： 漂白前をベースラインとした漂白後の⊿Eb値

有意差なし（p<0.05

志賀 華絵

表３．漂白前をベースラインとした漂白後の⊿ E*ab 値
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有意差を認めた．⊿ E*ab は全ての症例で 3.0 以
上 と な り， 最 大 値 は Ti 群 で 9.71，Op 群 で
10.46であった．漂白直後から360日後において， 
L* の低下，a*， b* の上昇傾向を示したが，漂白
直後との有意差を認めず，漂白前の測色値まで
変化した症例は１例もなかった． 

⊿ E*ab は漂白直後が最も高く，時間経過と

ともに減少傾向を示したが，各測色時とも漂白
直後との有意差を認めなかった．しかし，360
日の経過観察期中⊿ E*ab ＜ 3 となった症例が
各群とも５例あり，Ti 群では 30 日後に１名，
90 日後に１名，180 日後に２名，360 日後に１名，
Op 群では 30 日後に２名，90 日後に１名，360
日後に１名であった．

図１：上顎右側中切歯の漂白前および漂白後の色調

図２：漂白後の L*a*b* 値の 1 日平均変化量（ L*/d  a */d  b*/d）
Posthoc : Tukey test （n=10, p<0.05)，異なる英文字は有意差あり，L*/d は材料―経過日数間で交互作用あり
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異なる英文字は有意差あり

図2 ：漂白後のL*a*b*値の 日平均変化量（ L*/d a */d  b*/d）
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２．漂白後の色調の１日平均変化量について
各測色時期間での L*，a*，b* の１日平均変化

量を図２に示す．L*/ ｄにおいて，Ti 群では漂
白後の日数経過に伴い数値変化量は減少した．
処置後 30 日以降は有意に低下し，その後も減
少傾向を示した．Op 群では処置後 14 ～ 30 日
の変化量が最も多く，30 日以降は有意に低下し
た．統計学的には材料と経過時間との間で交互
作用と認めた．a*/ ｄ , b*/ ｄでは同様の傾向を示
し，日数経過に伴い数値変化量は減少したが，
材料間，経過日数間ともに有意差を認めた．Ti
群では処置後 30 日以降で有意に低下したが，
Op 群では処置後 14 日以降で有意に低下した．

３．漂白後の不快症状について
漂白処置後の不快症状を表４に示す． Ti 群

では６例に不快症状を認めた．処置後の疼痛が
４例で最も多かったが，多くは処置後２～３時
間で消退した．１例では２日間の冷水痛を認め
た．Op 群では８例に不快症状を認めた．Ti 群
と同様に処置当日の疼痛が最も多かったが，Ti
群と比較して頻回の疼痛があり，強い痛みを訴
えた．１例では処置後３日間の温水痛を認めた．

考　　　　　察

１．漂白効果について
一般に歯の色調の評価はシェードガイドを用

いた視感比色法が行われている．特殊な器械を
必要とせず簡便な方法ではあるが，主観的で再

現性がないことが問題視されている 12）．よって，
漂白後の長期経過観察を行った本研究では，客
観的に評価が可能な機械測色により評価を行っ
た．歯科用分光光度計を用いた歯の漂白効果の
判定に関する報告では，L* が上昇し a*，b* が
低下するとされている 13）．中でも L* と b* の変
化量が⊿ E*ab の増加因子となっており 14），坂
下ら 15）は漂白前後の⊿ E*ab は L*，b* と強い相
関性があるとしている．また，色差について，
東光ら 16）は⊿ E*ab を６段階で評価し，3.0 以
上は肉眼でも容易に差を認めるとしている．漂
白効果は過酸化水素濃度の他に，回数や時間に
影響を受けるとされている．飯田ら 17）は Ti よ
り過酸化水素濃の低い Pyrenees（三菱ガス化
学）を使用した漂白効果について，35％過酸化
水素漂白材の Hi Lite（松風）と比較して１回
の漂白では効果が明らかでないとしている．帆
足ら 7）は Pyrenees 繰り返しの漂白で色差が大
きくなるとしており，過酸化水素濃度が低い漂
白材は処置回数を増やすことで高濃度過酸化水
素材と同等の結果が得られるとしている．Lu
ら 18）は Ti の複数回の漂白効果に関して，漂白
回数が３回目以降で測色値の変化が少ないとし
ている．つまり，低濃度過酸化水素材での漂白
は，十分な漂白効果を得るためには２回以上の
漂白が必要であると考えられる．

本研究では，全ての症例において L* の上昇
と a*，b* の低下を認め，⊿ E*ab ＞ 3 となった
ことから，Ti，OP ともに十分な漂白効果が得
られたと推測された．Ti の過酸化水素濃度は
Op と Pyrenees の中間であり，漂白回数を２回
に設定した本研究では，材料間で差が生じると
予想していたが，漂白効果に差はみられなかっ
た．Ti では，二酸化チタン光触媒による薬剤の
活性化によって多量のラジカル量が確保された
ことで十分な漂白効果が得られ，漂白回数を増
やすことなく高濃度過酸化水素材と同程度の結
果が得られていると考えられた．

２．漂白後の色調後戻りについて
漂白後の色調は永久的ではなく，時間の経過

不快症状 Ti Op
な し 4 2

あ り 6 8

処置当日の違和感 1 0

処置当日の疼痛 4 6

冷水痛 1 1

温水痛 0 1

表4 ： 漂白後の不快症状

n=10

志賀 華絵

表４．漂白後の不快症状
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とともに必ず色調の後戻りを生じる．これらの
色調変化は，漂白時とは逆に L* の低下と a*，b*
の上昇がみられる現象を指しているが，その原
因については患者個人の生活習慣，口腔衛生，
食生活との関わりが強いとされている．また後
戻りのメカニズムについて相馬ら 19）は，漂白時
によって生じたエナメル質表層の脱灰が再石灰
化する際に，何らかの原因で色素が混入したた
めであると考察しているが，明確な解明には至っ
ておらず，現時点での色調後戻りの確実な予測
は困難であるとされている．生活歯漂白の色調
後戻りについて，大野ら 20）は 35％過酸化水素
の オ フ ィ ス ブ リ ー チ 材 Beyond Whitening 
System（Beyond Dental & Health，China）の
漂白後の後戻りについて，１か月後で有意な L*
の低下と b* の上昇を認めたと報告している．一
方，Wiegand ら 10）は漂白後 12 か月でも後戻り
なく良好な色調を維持していると報告している．

本研究においては，Ti 群，Op 群ともに漂白
後 14 日以降で b* の緩やかな上昇がみられ，L*
と a* はほとんど変化がみられなかった．⊿
E*ab も減少傾向にあったが，3.0 以下には達し
なかった．したがって，各材料とも多少の色調
後戻りは生じているが，漂白後１年経過しても
漂白前の色調に戻ることなく，ある程度の漂白
効果を保っていると考えられた．しかし，個々
の症例で観察すると，約半数が経過観察期間中
に⊿ E*ab ＜ 3 に達しており，特に漂白後 30 日
で⊿ E*ab ＜ 3 となった症例では漂白前の b* が
比較的低い傾向を示していた．生活習慣との関
連性についても精査は必要だが，漂白前の b*
の大きさは色調後戻りの予測になり得るのでは
ないかと考え，今後も検討が必要と考えられた．

また，漂白後から 360 日後までの１日当たり
の色調変化量を算出し，経過日数による L*，
a*，b* の変化量の違いを調査したところ，材料
間で有意差を認めた．a*/ ｄ , b*/ ｄは時間の経過
とともに変化量は減少したが，本研究より色調
の安定まで Ti では 30 日，Op では 14 日かかる
と推測された．L*/ ｄは Ti では a*/ ｄ , b*/ ｄと同
様の傾向であったが，Op では 14 ～ 30 日の変

化量が最も高く，異なる傾向を示した．オフィ
スブリーチは軟組織保護の点からラバーダム防
湿やレジンによる歯肉保護が必要となり，使用
製品にもよるが，前処置も含め１時間以上は歯
質が乾燥状態となる．歯質の乾燥による色調は
L* が最も強く影響を受けるとの報告 21）があり，
漂白直後から 14 日までの変化は処置時の脱水
の回復によるものと考えられが，川嶋ら 22）は
24 時間乾燥状態に置いた抜去歯を６時間水中保
管することで乾燥前との⊿ E*ab が４まで回復
するとしている．したがって，Op における処
置後 14-30 日間の変動は脱水の回復以外に他の
要因があると考えられた．丸山ら 23）は，高濃
度過酸化水素の使用により漂白後のエナメル質
表面構造が変化すると報告している．Pimenta-
Dutra ら 24）は， 10％，16％過酸化水素漂白材，
および二酸化チタン併用 35％過酸化水素漂白材
による漂白後の牛エナメル質の表面形状につい
て， 10％よりも 16％で表面構造の破壊が顕著で
あり，それらは過酸化水素濃度に依存するとし
ている．また二酸化チタン併用 35％では 10％
と同程度の破壊であると報告している．本研究
で使用した材料においても同様の変化が生じて
いると推測され，Op 群では，エナメル質表層
の微細な構造破壊と，再石灰化による表面構造
の変化が光の反射に影響を及ぼしたことが，変
動が大きくなった要因の１つと考えられた．

漂白後はコンポジットレジンの再修復が必要
となる場合も多いが，河合ら 25）は漂白直後の
エナメル質は過酸化水素の影響でコンポジット
レジンの接着性が低下し，少なくとも１日以上
経過してから再修復を行うことが望ましいとし
ている．しかし，色調の安定性の点から，漂白
後は 30 日程度の経過観察期間を経て再充填を
行うのが望ましいと考えられた．

３．漂白後の不快症状について
漂白後の不快症状は象牙質知覚過敏が最も多

く，ホームブリーチよりオフィスブリーチで発
生頻度が高いとの報告があり，製品によっては
90％に発生する 26）とされている．オフィスブ
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リーチは漂白材を辺縁歯肉付近まで塗布するた
め厳密な軟組織保護が必要であり，薬剤が漏洩
した場合は歯肉や粘膜の腐食，白化による疼痛
を生じる．本研究における歯肉保護は，Ti に付
属の歯肉保護専用レジンを使用しており，保護
材を直接歯肉に置き，光照射で重合硬化させる
ため，ラバーダム防湿より操作が簡便である一
方，レジンの重合収縮により保護面との封鎖性
は劣り，微細な空隙を生じやすい．本研究症例
においても，数名が漂白材の漏洩と思われる歯
肉の白化を認め，Op 群では Ti 群と比較して頻
回の強い疼痛を生じた．高濃度過酸化水素の軟
組織付着は微量でも強い疼痛を起こすため，Op
群で多くの被験者が疼痛を訴えたと考えられ
る．高濃度過酸化水素剤の漏洩には十分注意が
必要であり，厳密な封鎖を期待できるラバーダ
ム防湿下で行うのが望ましいと思われる．

漂白材の歯質への浸透について，Bowles ら 27）

はエナメル質を透過して象牙質に達していると
している．またエナメル質の微細構造について
外村ら 28）は，若年者のエナメル質は約 0.1 μ m
の「穴」がエナメル小柱間に存在し，加齢歯で
は消失するという．この「穴」によって物質の
移動があると考察している．本研究の被験者は
20 名中，18 名が 20 歳代以下であり，若年者が
多かったことから，象牙質への薬剤浸透が起こ
り，多数の知覚過敏症状が発生した可能性が考
えられる．したがって，漂白材の選択は材料の
特徴，対象となる年齢を考慮して慎重に行われ
るべきであり，特に高濃度過酸化水素材につい
てはフッ化物塗布など処置後の適切な知覚過敏
抑制処置が必要と考えられた．

結　　　　　論

生活歯漂白において二酸化チタン光触媒併用
漂白材と高濃度過酸化水素漂白材で，漂白効果
ならびに色調の後戻りについて違いがあるかに
ついて以下の結論を得た．
１．二酸化チタン光触媒併用 23％過酸化水素漂

白材 TiON in Office は 40％過酸化水素漂白
材 Opalescence Boost PF 40% と同じ漂白回

数で同等の漂白効果が得られた．
２．TiON in Office，Opalescence Boost 

PF 40 % ともに漂白後の色調の後戻りを生じ
たが，１年後でも一定の漂白効果を維持し，
両者で差を認めなかった．

３．漂白後の L*，a*，b* 値の一日平均変化量は
Opalescence Boost PF 40% と TiON in Office
で異なる傾向を示したが，両者とも値が安定
するまでおおよそ 30 日程度を要し，コンポ
ジットレジンなどの修復処置を行う時期を考
慮する必要がある．

４．漂白後の不快症状は TiON in Office より
Opalescence Boost PF 40% で多く発生して
おり，高濃度過酸化水素材の使用は，十分な
防湿と対象年齢を考慮する必要がある． 
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Abstract：In the present study, we evaluated the bleaching effect and the regression of the tooth 
color when 23% and 40% hydrogen peroxide vital bleaching agent were used.

Twenty patients attended in this study. TiON in Office （23 ％ H2O2, Ti） and Opalescence Boost 
PF40% （40% H2O2, Op） were used as bleaching agents according to the manufacturer’s instructions. 
L*, a*, b* were measured with a spectrophotometer before bleaching, immediately after bleaching, 14, 
30, 90, 180 , and 360 days after bleaching. 1） The differences in L*, a*, and b* before and after 
bleaching at each measurement, 2）Δ E*ab value before bleaching as the baseline, and 3） daily 
changes in L*, a*, and b* from immediately after bleaching until after 360 days were calculated. The 
data was analyzed by Two-way ANOVA at P<0.05.

After bleaching by Ti and Op, L* was higher, and a* and b* were lower than before bleaching. 
There were no significant difference between Ti and Op. Regression of color occurred early after 
treatment, however, it was very gently. The E*ab value had no significant difference between after 
bleaching and after 360 days. The daily changes in L*, a*, and b* after bleaching showed differing in 
peaks from 0 to 14 days for Ti and 14 to 30 days for Op, but both agents remained stable at 30 days 
after bleaching.

The results suggest that Ti and Op have enough bleaching effects, while the stability of color after 
bleaching and the regression slightly differ.

Key words：vital bleaching, TiO2 photocatalyst, regression of tooth color
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